
論点
協働連携、施策連携や行動変容、生物多様性を活かした社会をよりよくするた
めの取組の具体的進め方について、特にご意見やアイデアをいただきたい

行動計画・主な取組みの具体的進め方について

資料
本紙、 2030年目標を達成するための取組み（案）

今年実施される生きものイベント

都アクションプランでの具体的施策例
●多摩産材の効果的な情報発信
●Tokyo-NbS アクションの推進
●生態系に配慮した緑化の促進（江戸のみどり推進プロジェクト）
●グリーンインフラによる暑熱環境改善効果に関する情報の収集・分析

例：ホテルニューオータニ

生物多様性・脱炭素・資源循環・価値づけの例

〇区内の豊かな生物多様性を活かした観光の推進について

・千代田区は特にインバウンドの観光の入り口。皇居の豊かな生態系や北の丸公
園、お濠、日比谷公園の大規模緑地、緑を取り入れた大丸有界隈の空間、秋葉原
の電気街・サブカルチャー、日本橋川や神田川、歴史的遺構など、多様な目玉と
なる観光スポットが点在している。

・エコツアー、脱炭素（エコな移動）、観光におけるサーキュラーエコノミーな
どの推進を通して、千代田区ならではの持続可能な観光を推進していくための具
体的案についてご意見いただきたい。

＜千代田区観光協会への事前ヒアリングで得られた案＞
・玄関口である東京駅前に千代田区の生物多様性を活かした観光の案内板を設置する。
・お花見クルーズ、日本橋川・神田川の体験クルーズ、石垣を見る観光（実施済み）。
・ガイドは少ないが、東御苑や秋葉原・神保町などのガイドグループの活用。
・大企業の民間緑地などの紹介。
・ホテルは特に外国人旅行客からエコな取組みを求められるので、積極的に取り組んでい
る。ホテルから生物多様性を活かした観光情報の発信。
・ニューオータニでは敷地内の庭園・緑地や生きものを紹介する取組みの実施実績あり。

●自然を生かした解決策（NbS）の推進について

・防災・減災に関しては都市ならでは問題であるヒートアイランドのほか、洪水
抑制など流域単位、連携での対策が迫られる課題がある。
・ウォーカブルまちづくりなど快適空間の創出に生物多様性が活用できる。

・「東京都生物多様性地域戦略」では、「Tokyo-NbSアクション」を掲げている。
都との施策との連動も含めた生物多様性の活用の具体的進め方についてアイデ
ア・ご意見をいただきたい。
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例：「ウォーカブルまちづくりデザイン」への生物多様性の視点の導入の例

参考：「ウォーカブルまちづくり」に関する国や都の制度・事業
●国土交通省「官民連携まちなか再生推進事業」
●国土交通省「まちなかウォーカブル推進事業」・「ウォーカブル推進都
市」
●国土交通省「ほこみち制度」

→車道や歩道の各種規制の緩和による利活用の幅が広がる

〇生物多様性の視点を導入した「ウォーカブルなまちづくり」について

・千代田区が進める「ウォーカブルまちづくりデザイン」に対して、どのような生物多様性の視点を導入できるか、またどのような連携が可能か。
・千代田区内でモデル的に進められる、進めるべきエリアがどこか。


